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財
務
大
臣
及
び
事
業
所
管
大
臣
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
外
国
投

資
家
が
、
第
二
十
七
条
第
七
項
（
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
応
諾
す
る
旨
の

通
知
を
し
た
対
内
直
接
投
資
等
若
し
く
は
特
定
取
得
に
係
る
内
容
の
変
更
の
勧
告
に
従
わ
ず
、
又
は
第
二
十
七
条
第

十
項
（
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
対
内
直
接
投
資
等
若
し
く
は
特
定
取
得
に

係
る
内
容
の
変
更
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
（
対
内
直
接
投
資
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
対
内
直
接
投
資
等
が
国
の
安

全
に
係
る
対
内
直
接
投
資
等
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
る
。）に
は
、
当
該
対
内
直
接
投
資
等
又
は
特
定
取
得

を
行
つ
た
外
国
投
資
家
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
対
内
直
接
投
資
等
又
は
特
定
取
得
に
よ
り

取
得
し
た
株
式
又
は
持
分
（
第
二
十
七
条
第
五
項
若
し
く
は
前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
対
内
直
接
投
資
等
若

し
く
は
特
定
取
得
に
係
る
株
式
の
数
若
し
く
は
金
額
若
し
く
は
持
分
の
口
数
若
し
く
は
金
額
の
変
更
を
勧
告
し
た
場

合
に
お
け
る
当
該
変
更
に
係
る
部
分
又
は
第
二
十
七
条
第
十
項
（
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
当
該
対
内
直
接
投
資
等
若
し
く
は
特
定
取
得
に
係
る
株
式
の
数
若
し
く
は
金
額
若
し
く
は
持
分
の
口

数
若
し
く
は
金
額
の
変
更
を
命
じ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
全
部
又
は
一
部
の
処
分
そ

の
他
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

財
務
大
臣
及
び
事
業
所
管
大
臣
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
外
国
投

資
家
が
、
第
二
十
七
条
第
七
項
（
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
応
諾
す
る
旨
の

通
知
を
し
た
対
内
直
接
投
資
等
若
し
く
は
特
定
取
得
の
中
止
の
勧
告
に
従
わ
ず
、
又
は
第
二
十
七
条
第
十
項
（
前
条

第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
対
内
直
接
投
資
等
若
し
く
は
特
定
取
得
の
中
止
の
命
令

に
違
反
し
た
場
合
（
対
内
直
接
投
資
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
対
内
直
接
投
資
等
が
国
の
安
全
に
係
る
対
内
直
接
投
資

等
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
る
。）に
は
、
当
該
対
内
直
接
投
資
等
又
は
特
定
取
得
を
行
つ
た
外
国
投
資
家
に

対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
対
内
直
接
投
資
等
又
は
特
定
取
得
に
よ
り
取
得
し
た
株
式
又
は
持
分

の
全
部
又
は
一
部
の
処
分
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
第
二
号
の
「
禁
止
期
間
」
と
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
期
間
（
同
条
第
三
項
若
し
く
は

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
又
は
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
短
縮
さ
れ
た
場

合
に
は
、
当
該
延
長
さ
れ
、
又
は
短
縮
さ
れ
た
期
間
）
又
は
前
条
第
二
項
本
文
に
規
定
す
る
期
間
（
同
条
第
三
項
若

し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
又
は
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
短
縮
さ

れ
た
場
合
に
は
、
当
該
延
長
さ
れ
、
又
は
短
縮
さ
れ
た
期
間
）
を
い
う
。

第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
一
年
」
の
下
に「（
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
応
措
置
（
第
四
十
八
条
第
三
項
又
は
前

条
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
違
反
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
三
年
）」を
加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
違
反
者
（
第
一
項
に
規
定

す
る
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
同
項
に
規
定
す
る
貨
物
の
輸
出
を
し
た
者
又
は
前
項

に
規
定
す
る
貨
物
の
輸
出
若
し
く
は
輸
入
に
関
し
、
こ
の
法
律
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基

づ
く
処
分
に
違
反
し
た
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、そ
の
者
に
対
し
て
、

当
該
禁
止
に
係
る
期
間
と
同
一
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
禁
止
に
係
る
範
囲
の
業
務
を
営
む
法
人
（
人
格
の
な
い
社

団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
当

該
業
務
を
担
当
す
る
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
、
代
表
者
、
管
理
人
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず

る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執

行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
、
代
表
者
、
管
理
人
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
違
反
者
に
係
る
次
の
各

号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
が
当
該
禁
止
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
に

関
し
て
そ
の
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
当
該
禁
止
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
の
者
に
よ
る

当
該
禁
止
に
係
る
業
務
を
制
限
す
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
に
該
当
す

る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
当
該
禁
止
に
係
る
期
間
と
同
一
の
期
間
を
定
め
て
、
当
該
禁
止
に
係
る
範
囲
の
業

務
を
新
た
に
開
始
す
る
こ
と
（
当
該
業
務
を
営
む
法
人
の
当
該
業
務
を
担
当
す
る
役
員
と
な
る
こ
と
を
含
む
。）を
禁

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
違
反
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

そ
の
役
員
及
び
当
該
禁
止
に
係
る
処
分
の
日
前
六
十
日
以
内
に
お
い
て
そ

の
役
員
で
あ
つ
た
者
並
び
に
そ
の
営
業
所
の
業
務
を
統
括
す
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
（
以
下
こ
の

号
及
び
次
号
に
お
い
て
単
に
「
使
用
人
」
と
い
う
。）及
び
当
該
禁
止
の
日
前
六
十
日
以
内
に
お
い
て
そ
の
使
用
人

で
あ
つ
た
者

二

当
該
違
反
者
が
個
人
で
あ
る
場
合

そ
の
使
用
人
及
び
当
該
禁
止
に
係
る
処
分
の
日
前
六
十
日
以
内
に
お
い
て

そ
の
使
用
人
で
あ
つ
た
者

第
五
十
五
条
の
七
中
「
。
第
六
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
外
国
為
替
業
務
を
行
う
者
そ
の
他
」
を
削
り
、「
又
は
行
為
を
業
と
し
て
行
う
者
」
を

「
、
行
為
若
し
く
は
支
払
等
を
行
つ
た
者
又
は
そ
の
関
係
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
呈
示
し
な
け
れ
ば
」を「
提

示
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
対
内
直
接
投
資
等
」
の
下
に
「
、
特
定
取
得
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
の
六
第
一
項
中
「
七
百
万
円
」
を
「
二
千
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
千
万
円
」
を
「
三
千
万

円
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
中
「
五
百
万
円
」
を
「
千
万
円
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
一
項
第
二
十
二
号
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
、「
対
内
直
接

投
資
等
」
の
下
に
「
又
は
特
定
取
得
」
を
加
え
、「
同
条
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
十
三
項
又
は
第
二
十
八
条
第

八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
三
号
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
八
条
第
二
項
」
を
加
え
、「
同

項
に
規
定
す
る
期
間
（
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

短
縮
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
延
長
さ
れ
、
又
は
短
縮
さ
れ
た
期
間
）」を
「
第
二
十
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
禁
止
期

間
」
に
改
め
、「
対
内
直
接
投
資
等
」
の
下
に
「
又
は
特
定
取
得
」
を
加
え
、「
同
条
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
十

三
項
又
は
第
二
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
四
号
中
「
第
二
十
七
条
第
八
項
」
の
下
に「（
第
二
十
八
条
第

七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
、「
対
内
直
接
投
資
等
」
の
下
に
「
又
は
特
定
取
得
」
を
加
え
、「
同
条
第

十
三
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
十
三
項
又
は
第
二
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
第
二
十
七
条
第

十
項
」
の
下
に「（
第
二
十
八
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
、「
対
内
直
接
投
資
等
」
の
下
に
「
又

は
特
定
取
得
」
を
加
え
、「
同
条
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
十
三
項
又
は
第
二
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項

中
第
三
十
三
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
十
四

第
五
十
三
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

三
十
五

第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
付
し
た
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
四
十
八
条
第

一
項
の
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
者

第
七
十
条
第
一
項
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、第
二
十
六
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六

第
二
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
（
第
二
十
七
条
第
十
三
項
又

は
第
二
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
投
資
家
と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。）

第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
並
び
に
」
を
「
、
第
二
十
八
条
第
八
項
並
び
に
」
に
、「
第
六
十
九
条
の
六
か
ら
前
条
ま
で

（
第
七
十
条
の
二
を
除
く
。）」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
」
に
、「
又
は
人
に
」
を
「
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め

る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
六
十
九
条
の
六
第
二
項

十
億
円
以
下
（
当
該
違
反
行
為
の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
十
億
円
を
超
え
る
と

き
は
、
当
該
価
格
の
五
倍
以
下
）
の
罰
金
刑

二

第
六
十
九
条
の
六
第
一
項

七
億
円
以
下
（
当
該
違
反
行
為
の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
七
億
円
を
超
え
る
と

き
は
、
当
該
価
格
の
五
倍
以
下
）
の
罰
金
刑

三

第
六
十
九
条
の
七

五
億
円
以
下
（
当
該
違
反
行
為
の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
五
億
円
を
超
え
る
と
き
は
、

当
該
価
格
の
五
倍
以
下
）
の
罰
金
刑

四

第
七
十
条
の
二

三
億
円
以
下
の
罰
金
刑

五

第
七
十
条
又
は
前
二
条

各
本
条
の
罰
金
刑

第
七
十
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
第
四
項
中
「
並
び
に
」
を
「
、
第
二
十
八
条
第
八
項
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
七
十
三
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
そ
の
行
為
に
つ
い
て
刑
を
科
す
べ
き
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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